
 

 

 

 

 

 

 

＜日時＞ 

2012 年 8 月 5 日（日）10:30～17:30 

＜場所＞ 

同志社大学 今出川キャンパス 寧静館会議室（５F） 
 

＜タイムテーブル＞ 

10:00-10:30 受付 

10:30-11:00 開会の挨拶・EBE 研究会の趣旨説明 

11:00-12:00 研究発表① 

12:00-12:30 EBE 論議～教育研究における「Evidence」とは何か～ 

12:30-13:30 昼食（弁当） 

13:30-14:45 研究発表② 

14:45-16:00 グループ討議 

16:00-16:20 講話 岩崎久美子 様（国立教育政策研究所） 

16:20-16:40 講話 金藤ふゆ子 様（文部科学省生涯学習調査官） 

16:40-17:00 EBE 研究会の今後について 

17:00-17:30 閉会の挨拶・移動 

17:30-19:30 懇親会（詳細は当日ご案内します） 
 

研究発表①＜午前＞ 

時間 発表者 所属 発表テーマ 

11:00 バーンズ亀山静子 ＮＹ州スクールサイコロジスト 続・アメリカのＥＢＥについて 

11:20 中村孝 広島大学大学院 香港のＥＢＥについて 

11:40 Kato Tom Hideo ロンドン大学 イギリスのＥＢＥについて 

研究発表②＜午後＞ 

時間 発表者 所属 発表テーマ 

13:30 

岡田哲典・坂野直樹・

吉野嵩史・阿部琢郎・

岡沢裕治 

上越教育大学教職大学院 
上越教育大学教職大学院における理論と実践の融合 

～学校支援プロジェクト～ 

13:45 長瀬拓也     岐阜県中学校教諭 社会科学習における「見る」視点 

14:00 松山康成 大阪府小学校教諭 ピアミディエーション 

14:15 川上竜典      NPO P×D P×D 事業の現状と課題 

14:30 山崎茜 広島大学大学院 国内におけるマルチレベルアプローチの実践とその仕組み 

第第６６回回    

EEvviiddeennccee  BBaasseedd  EEdduuccaattiioonn 研研究究会会  

～～～～  ～～～理理理論論論ととと実実実践践践ののの統統統合合合～～～   



＜参加費等＞※受付にて徴収させていただきます。 
参加費 1,000 円・弁当代 1,000 円・懇親会 4,000 円 

 

＜当日連絡先＞ 加登本 仁（かどもと ひとし） 090-3639-5138 
 

＜参加者（順不同・敬称略）＞ 
森俊郎       岐阜県小学校教諭 

中井俊之      広島県小学校教諭 

加登本仁      滋賀大学講師 

牧野誉       広島県中学校教諭 

中村孝       広島大学大学院・自由組合せ型塾 Bee Ambitious 代表 

山崎茜       広島大学大学院 

枝廣和憲      広島大学大学院 

山田洋平      福岡教育大学 

野中陽一朗     兵庫教育大学 

岩城宇紀     大阪府中学校教諭 

神山貴弥      同志社大学教授 

高橋均      山口学芸大学 

長瀬拓也      岐阜県中学校教諭 

松山康成      大阪府小学校教諭 

笹祐樹       大阪府小学校教諭 

伊藤直敬      岐阜県小学校教諭 

岡田哲典     上越教育大学教職大学院 

坂野直樹     上越教育大学教職大学院 

吉野嵩史     上越教育大学教職大学院 

阿部琢郎     上越教育大学教職大学院 

岡沢裕治     上越教育大学教職大学院 

Kato Tom Hideo  ロンドン大学 

バーンズ亀山静子 ＮＹ州スクールサイコロジスト 

川上竜典     NPO P×D 

岩崎久美子    国立教育政策研究所  

金藤ふゆ子    文部科学省生涯学習調査官 

名倉勝      経済産業省 

上嶋拓也     日本教育新聞社 

八木 保     中小企業診断士                     計 29 名（７月２５日現在） 

 

■Evidence Based Education 研究会第 6回大会を迎えるにあたって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回、第６回を迎えることになりました。教育において Evidence がもっと必要であると感じ、所謂、「理論も

実践も大事にする！」と、同じ思いをもった仲間とこれまで取り組んできました。しかし、初期においては、理

論も実践も大事にするということの大事さは感じているものの、現実、一人の教師が学校現場において実践研究

を行うこと、一人の研究者が現場に役立つ実践研究を行うことは多くの場合、難しいということを感じてきまし

た。そういった現状から、第３～５回においては、実践者と研究者が連携して取り組んでいく取り組みが出てき

ました。それらの取り組みは、実践者・研究者双方にとってメリットのあることでした。また行政との連携も必

要であると感じるようになりました。他方、会は、想定以上のメンバーの増員がありました。それに伴って EBE

についてのより深い理解が必要となりました。このことは、実践者・研究者・行政の連携の在り方を模索し続け、

より組織だって取り組むことで、日本全体にもっと Evidence をもらたすことになると考えました。 

そこで、今回の会のねらいは２つです。 

１． 本研究会が組織的に取り組んでいけるようになること 

２． 参加メンバーの発表を通して、EBE についてのより深い理解を図ること 

 本文章は参加メンバーのみに送られるものです。文章未熟について御容赦ください。 

当日、お会いできることを楽しみにしています！                                 

                                 Evidence Based Education 研究会 代表 森 俊郎 

 



＜会場までのアクセス＞ 

同志社大学 今出川キャンパス 寧静館会議室（５F）〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入玄武町 601 

 

 

 


